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地球連邦軍 MS 開発経緯 


G-P_A_R.T.S •プロジェクト 

“ G - P . A . R . T . S.(G パーツ）”プロジェクトとは、 G - P . A . R . T . S .=【 G - P「actical Advanced Research for Tactical 
System = (ガンダムを中核とする）戰術システムのための実用的先嫌研究】を意味しているとされる。 


G パーツは、オデッサ作戦に先立って WB (ホワイトベース）部隊への追加装 
備として配備されたガンダム専用のパワーアップパーツであると同時に重 
戦闘機でもある。 WB には2機が制式配備され、樺々な戦況に応じて運用され 
た。 G パーツは単独で“ G ファイター”と呼ばれる戦闘機を構成し、ガンダム 
と連携した S.F.S.(Sub Flight System= 補助飛行装備）として立体的な戦 M 
能力をガンダムに付与する。また、ガンダムの各パーツと相互に組み合わせ 
る蓽で様々なモードに形態を変え、さらに多様な戦術に対応する事が可能 
である。最も多用されたのは、 G ファイターを前後に分割してガンダムをは 
さみこむようにドッキングした“ G アーマー”と呼ばれる形態で、ガンダムそ 
のものを高速で前線に搬送する機能を持つほか、ガンダム本体のエネルギ 
ーゲインを援用することで、メガ粒子砲の遲射や MA (モビル•アーマー）な 
みの高速戦 H が可能となる。 

“G パーツ”とは、本来はパーツそのものを差す名称ではなく、 F.S.W.S.(FuH- 
armor System & Weapon System= 装甲および武装強化システム）などと同 
様、 MS= ガンダムの兵器としての発展を模索する包括的な研究全般を意味 
する。ただし、実際に運用していた WB 部隊においても本来の意味でそう呼 
ばれることはほとんど無かったようで、ましてや“部品”と同じ招りである 
ため、憤用句としてそれぞれのモジュールを指す意味で使われていた。ガン 
ダム自体、上半身を A(Armament= 武装）パーツ、下半身を B(Bottom= 下部） 




パーツ、コア•ファイターを C(Core= 核）パーツと呼んでおり、 G メカの前部 
を A(Armament= 武装)パーツ、後部を B(Booster= 推進力:*強)パーツと呼ぶ 
のはむしろ自然なことであったと言えるだろう， 

G-P.A.R.T.S. に携わっていた技術者たちは、“ガンダム”の更なる発展を 
志向していたが、連邦軍は「標準的な MS の早期適正配* J を最優先課題とし 
て要請していた。しかし、公国軍の新型 MS の開発サイクルが急激に早まっ 
たことと、 WB 部隊の“固部隊（いわゆるモルモット r としての運用が決定し 
たことを受けて、 MS 単機のパワーアップが挨討されることとなった。ガン 
ダムは、元々 RX モビルスーツの粋を凝らしたハイエンド*だったこともあり、 
C.F.V.(Core Fighter Variation) 開発計画ともリンクする遠大な構想が当初 
から立案されていた。その一部を実現させたのが、 G メカを含む“ガンダム • 
システム”なのである。これは、コア•ブロックを最小単亡とする檐動兵器の 
総合体系であり、陸、海、空、宇宙の各環境において MS の通;？進化を図ると 
言うものであった。すでにザクの各檯バリエーションが*浮環境に適応拡 
敗を果たしていたが、機体全体の改造や調整を必要とするバリエーション 
をその都度調達する時間的な余裕は連邦簞には痒く、袤た、云存の航空檐や 
戦闘車両との置き換えや代替に MS を運用する浯:■…7 了：:蓄積も必要 

であったため. MS が持つ能力の各要橐そのものを分昏て運用するという 
手法が採用された。強力な火力を持つ大型砲や逼タビラ）など、 
RX シリーズの他の機体の各要縈が G メカに分散して袞鬌されているのもそ 
のためなのである。 


G-P.A_R_T_S •プロジェクトの成果 

“ V 作戰”は、 “ G - P . A . R . T . S . プロジェクドの他、 “ F . S . W . S .” や “ C . F . V .” などの開発計画を内包しつつ凳展した--これらの研究成 
果としては、 “ G メカ”以外にも“コア•ブースター”や“バスト•ライナー”などが知られている。 


連邦軍が持つ総合的な工業力は驚異的であった。コア•ファイターを文字 
通り“核（コア）”とする機体制御システムは、追加装儷された駆体や四肢、装 
甲などを認識して稼働プログラムにフィードバックする。“ガンダム"が搭 
m するフルスペックの“教育型コンピューター”によって得られたデータは、 
それらの“稼働状況”に最適なドライブアーキテクチャを自動生成し、更な 
る機能進化を数値として構築する。それが連邦軍の各担当部署によって共 
有されるのだ。無論、コンビューターが自ら設計図を引く訳ではないが、実 
働データのフィードバックは迅速に行われた。 

例えば、コア•ブースターを大気圍内專用檐として再設計されたと莒われ 
るジェット•コア•プースターの実戦投入が«認された時期は、 G メカが WB 
に配備された時期とほぼ同じでチべット上空で目鼙されている。 

更に最も近い仕様である G スカイ•イージーが初めて実戦に投入されたの 
も、同機の配備とほぼ同時期だったようだ。この時点で、山棰の形状を変え 
るほどの火力を持つジェット•コア•ブースターが東南アジア方面軍には配 
備されていたのだ。コア•ブースターの原型機開発そのものが“ G メカ”より 
優先されていたとしても、この開発速度は異常である。すなわち、実際に建 
造された G メカは、 WB に配備された(予備パーツを含む) 2 機のみではないと 
考える事も不可能ではない。実際、リファレンス MS である“ガンダム’自体、 
サイド7で複数機がトライアルを行っていた。V作戦全体で見れば、先行置産 



型などを除く“ガンダム”として一年戦争期に异癸三れた機体の仕様は相当 
数に上るとする資料も存在するのだ。そもそも.ジ♦ブローの特殊兵器ブラ 
ントが備える設計製造支援シス 
テムは、実戦データを即座にフ 
ィードバックして、戦況や条件 
を変更した上でシミュレート 
する事が可能だった。すなわち. 

パイロット養成用のシミ 
ュレーターと連動す 
る事で、アムロ. 

レイが体験し 
た実戦を経験 
できるのみな 
らず、兵装の強 
化や機体の改 
造を施した上 
でェミュレー 
卜できるのだ。 
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background of the development 
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FF-X7 

コア•ファイター 


“G メカ”とは、 G ファイターを橘成するそれぞれのモジュールを差すのみならず、 G - MECHA ： 
Changeable Armaments : (ガンダム用）多目的拡張可変武装（群）】を意味するとされる。 

連邦軍における MS の基礎研究は、“ RX 計画’’によってあ 
る程度進展してはいたものの、戦争勃発以前にその必要性 
はほとんど顧みられる事はなく、開戦後に急遽立案された 
“ V 作戦”にしても、最終的には、試作機を実戦投入しつつ 
研究を進めると言う泥«的なものであった。ただし、“ V 作 
戦”実施後も、" RX 計画”の本質である 「 MS の開発とその対 
抗措置を含む基礎研究」は放橐された訳ではなく、軍属の 
一部や研究者個人によってそれぞれ継続されていたので 
ある。連邦軍が開発した試作 MS “ガンダム”は、その装甲強 
度や武装の威力などのスペック面においてジオン公国軍 
の MS ザクを圧倒していたが、地上での運用においては同 
搽の問題も抱えていた。すなわち、移動能力の低さである。 

それを補うため、ガンダムを支援するサボートメカとして 
開発されたのが 「G メカ （ G パーツ） J である。 MS 単独での移 
動能力の低さそのものは“ RX 計画”の発動当時から指摘さ 
れていたが、移送に関してはガンペリーで対応可能と考え 
られていた。しかし，ガンペリーの防御能力は脆弱で、さら 
には揚陸機としての火力不足も指摘されていた。また、ガ 
ンダムの実戦投入によって、その他の様々な問題も浮き彫 
りにされていった。発動時点では万全と思われていた V 作 
戦ではあったが、更なる改善の余地があることが判明して 
いたのである。 

U . C .0079 年9月18日。ガンダムと WB が実戦投入された。 

当初、連邦軍では、機密事項そのものであるガンダムと 
WB が敵の手に落ちる前に“処分”すべしとの意見も強か 
ったと言われている。しかしその状況は、敵に鹵通される 
危険性がある反面、実戦によるトライアルには願ってもな 
い条件が揄っていた。“正規の瞬業軍人による運用ではない”という問題点 
はあったものの、現実的には援翬すら派遺されない孤立無援の状態である 
にも関わらず、彼らは嚇々たる戦果を上げ耪けている。であるならば、むし 
ろこれを奇貨として活用すべきではないのか。連邦軍を実質的に掌管する 
レビル将軍の強い意向によって、実験部隊としての性格を付与された WB 部 
隊は、“ V 作戦”を更に拡張した開発計画の一環として運用されることとなっ 
たのである。“ V 作戦’は、 MS の開発置産と、その運用母艦となる強襲揚陸艦 
の開発建造を行い、同時にその戦術システムを含む兵器体系の創出をも視 
野に入れた空前絶後の大プロジェクトである。“ G - P . A . R . T . S .プロジェクト” 

は、 V 作戦の実効性を検証する手段であり、また目的ともなったのである。つ 
まり、“主に"ガンダムを強化する目的で開発された G メカ以外にも、 G - 
P . A . R . T . S •に連動するプロジェクトによって、多くの支援航空/航宙機や輸 
送舟艇などが開発されていたのである。なかでも主導的な立塌にあったのが、 


[ G-Multiple Expansion of 


FF-X7Bst 
コア，ブースター 



コア*ブースター D 
インターセプタータイプ 



RX 計画 




G ファイター宇宙型 


《八ービック社の戦闘機開発系譜》 



G ファイター强_掮陵^ 


多数の航空/航宙機を連邦里に供給していたハービック社であった。同社 
は 「 RX 計画」にも当初より参画し、各種の索案に対し実現可能なロードマッ 
プを策定。連邦軍の要求を整理集約し、計画の“核”となるコア•ブロック•シ 
ステムを確立。後に「 V 作戦 J の要諦となる“開発と試作の並立”を可能とした。 
と同時に、 MS の基 層 技術に得意分野の“航空機的アプローチ”を罐リ込む 事 
にも成功する。連邦製 MS が航空嫌的アーキテクチャを持つのはこのためで、 
MS に“飛行/飛翔”能力を付与するという、至棰当然の発想に行き着く。“ガ 
ンダム”のパワーアップの指摞が作戦行動半径の拡張と展開速度の向上に 
あったことは首うまでもない•また、コア•ファイターそのものの強化ブラ 
ンとして、 G スカイ/イージーを参考にコア•ブースターおよびそのバリエ 
ーシヨン機を開発する。ハービック社はこの実績を背景に設備投資を繰り 
返し、ジャブローに匹敵する設計製造システムを導入。コア•ファイターの 
みならず、 G パーツのバリエーシヨン化にも 看 手したのだった。 


MSV-R 


Mobile Suit Variation-R 



■ G ファイター強 S 揚陸型 



■ G ファイター宇宙型 


■ G ファイター爆擊型 


G パーツによって構成される G ファイターは/‘ガンダム”を積駐したまま 
戦 m 速度で飛行することができる。このペイロード（播駐能力 n こ着目した 
連邦軍は，“ G ファイター専用兵装”の開発を命じ， G メカの構造規格に準じ 
た各種の火器や制御、管制•制御装備のオプションユニットなどが開発され 
ることとなった。それらは，ミサイルポッドやビーム砲の補助デバイスから 
タンデム用のコクピットユニットなどに及び、 MS のドッカブルを考慮しない、 
航空/航宙兵器としての可能性を模索する大規模なプロジ x クトへと発展 
していった。まさにハービック社の面目躍如といったところだろう。その結 
果いくつかの制式採用検討のため仕様が策定され.強襲揚陸型.宇宙型.® 
擊型の3種類が試作されたといわれている。強»揚陸型は、ペイロード内に 
兵員輪送用のコンテナを内装.側面には各種兵装を装着可能で.文字通り、 


白兵戦に対応した制圧部隊の武装歩兵上陸用舟艇としての運用が想定され 
ている。宇宙型は*ミサイルランチャーとメガ粒子砲を装備しており、ペイ 
ロードはプロペラントタンクおよびウエボンベイを内蔵している。爆撃型 
は武装変更型とも呼ばれ、原型機との相違点は、ミサイルランチャーとマウ 
ント式ルカンポッドの装備などで、 G アーマーとしての運用も可能であっ 
たようだ。ちなみに、“ G ファイター宇宙型”は、準ホワイトベース扱一番艦の 
サラブレッドに配備予定であったとする資料もあリ.実際の生産数は16機で. 
その内6機が実戦投入されたとする資料もあるコア•ブースターと同様に、 
いわゆる 「 G ファイターバリエーション J 計画もまた•予想以上に進展してい 
たと考える事もできるだろう。 
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〈組み立てる時の注意〉 

•組み立てる前に説明書をよく読みましょう。 

△注意 

必ずお読みく ださい 

鲁この商品の対象年齢は15才以上です。〈税い部 S がありますので、安全上15才未満には通しません。〉 
•小さな部品があります。口の中には絶対に入れないでください。窒患などの危険があります。 
•ビニール袋を頭から被ったり、顔を覆ったりしないでください。窒息する恐れがあります。 
•小さなお子様のいるご家庭では、お子様の手の届かないところへ保管し、お子様には 
絕対に与えないでください。 

•部品は番号を確かめ1ニッパーなどできれいに切り取りましょう。 

切り取った後のクズは捨ててください。 

籲部品の加工の際の刃物、工具、塗料、接着剤などのご使用にあたっては、 
それぞれの取圾説明窿をよく読んで正しく使用してください。 

•部品の中には、やむをえず、とがった所があるものもありますが、 
気をつけて組み立ててください。 

•塗装にはより安全な「水性塗料」のご使用をおすすめします。 

:卜 ABS 部分への垄装は破損する恐 n がありますので、塗装はおすすめできません。 



(ガンダムリアル タイプカラーパーツ リス ト) （ X 印は使用しないパーツです J 


パーッ1 

(スチロール樹脂： PS ) 


丨 A パーツ](スチ□ール樹脂： PS ) 


旧パーツ](スチロール樹脂： PS ) 

























































































































































[J パーツ j(ABS 樹脂： ABS ) 


[ K パーツ丨（スチロール樹脂： PS ) 


IHM -1 パーツ](スチロール樹脂： PS ) 


I SB 1 パーツ k スチロール 樹脂 : PS ) 


「 PC -202 パーッ1 

(ポリエチレン： PE ) 


「ブラチェーン1セツト I 

ブラチェーン . 1本 

(ポリアセタール： POM ) 
チェーンつなぎ……2個 
(ポリアセタール： POM ) 


_ I シール•デカールセツト1 

カラーシール . 1 校 | 

マーキングシール . 1 枚 丨 

ガンダムデ カール . 1 枚！ 


アンダーゲートの切り方 


※(:❻， c ❼は下の図のように切り取ります。 


マークの付いた部品は、下の図のようにキレイに切り取ります。 


切り取る 

部分 


:姐立囡中の 
記号税明 
































































































































































(^3 フアイターリアルタイプカラーパーツリス!^) (x 印は使用しないパーツで？;） 



1GC パーツ j (スチロール樹蹈： PS) 



「 GF パーツ1(スチロール樹甭： PS ) 



「 GG パーツ| (スチロール樹脂： PS ) 



^ -ぼっ〔于加ザ y：T 































































































































































































「GL パーツ | (ABS 樹脂： ABS ) 




[ PC -203 パーッ I 


_ _ | プフナエーン 1 セツト 1 

ブラチ I ーン . 1本 | 

(ポ1/アセタール： POM ) | 
チェーンつなぎ…… 2 緬 | 
(ポリアセタール： POM ) I 



(ポリエチレン： PE ) 


《お翼い上げのお客様へ〉部 S をこわしたり、なくした時は、「部 S 注文カード」に必要な部£の記号/番号/数置をはっ 
きり霤いて切り取り、8便局で定額小為替をお I い求めいただき、封書（裏面に必ず、お*様のお名年齡、ご注1を明 
K してください。）にて下記までお申し込みください。なお、やむをえず部£注文カードをご使用できない場合には発送 
が運れる壩合がございます。ご了承ください。又、部品注文カードはコピー（拡大含む）での使用も可能です。代金は、料 
金表通りです。定額小為替は無記入（白紙）で同封してください。なお、部品の形状•重量で郵送料に遇不足が生じるとき 
があります c 部品発送の際に表記額を超える時は不足分を請求、表記額以下の時には残額をお返しいたします。また、在 
S がない壩合には注文をお断りする場合がございます。その際は、お送り頂きました代金（為替）を返送いたします。但し、 
それ以外に掛かった手致料等は、お客揉負担になりますので、ご了承の程、何卒よろしくお願い致します。もし部呂に不 
良 S がございましたら、その部 S を切り取り、商品名を書いて、下記まで封醫にてお送りください。良品と交換させていた 
だきます。ご記入頂きました個人情報につきましては、商 S •部£の発送及び情報の提供以外には使用いたしません。部 
品注文の方法は、 HP でもご紹介しております。詳しくは http :// bandai - hobby . net より►お客様へ►相談センターの 
お知らせ►「■部品が必要になつたらこちらのページを CK ください。 J をご参照ください。 


■申し込み先（株）バンダイ 靜岡相 R センター • 電話受付時間月〜金曜日 

〒 420-8681 _HN (静 H 市 興 区畏沼 500 -12 (祝日を除く）10時〜16時 

TEL 054-208-7520 • 電話番号はよく確かめてお間運い 

のないようにこ•注恚ください。 


FOR USE IN JAPAN ONLY. 



0158763 


1/100 SCALE MG シリーズ 
G アーマー リアルタイプ カラー 


必要な部品の記号•番号•数輋をかく 


•注文され T こ理由(〇で囲む)(こわし fc •なくした) 


•日中ご連絡可能な電話香号 •年齢 
( • - )( 才） 

R 2028929 '09.06 


2009.06 /SA • ON ※コピー使用司 


< G アーマーリアルタイプカラー料金表）•部品代、送料は切り取った1個の料金です。 ( HM -1 - SB 1 . PC - 202パーツはランナー単位での販売です。） 


部品番号 

取扱説明霤 

GB ❸ 

GC ❷ • GC ❸ • GC © • 〇日❷ • GE © • GE ❺〜 GE ❽ 
GF ❺ .GF ❼ . GF 0 .GG ❷ .GG ❸ . GLO.GL ❽ 

HM -1 

パーツ 

SB 1 

パーツ 

PC -202 
パーッ 

ブラチェーンセツト 
(1 セットずつでの!!!) 

シール*デカールセツト 
(セットでのみの®!!) 

その他 

腿代 

300円 

60円 

各100円 

520円 

80円 

150円 

各120円 

180円 

各60円 

郵送料 

200円 

140円 

140円 

140円 

120円 

120円 

120円 

80円 

120円 


■ ..パへ..^ 



































































































































































本商品はスナップフィット仕様の為、接着剤は特に必要としません。 

部品の向きに注意してください i ガンダムデカールの貼りかた 


※組み立て図中に V のついている部品は、形状や向きに 
注意して組み立ててください。 



❶ガンダムデカールは、転写する _ 

マークを保護シートと一緒に 
マークより大きめに切り出して 
ください0 I 保護シート L ? l _ 


か； 




ガンダムデカール MG 1/ICO I 
：5アーマーリアルタイプカラー K 



©保護シートをはがし、貼る位置を決 
めてから、ずれないようにセ□八ン 
テープ 等で固定し、 マークの 上から 
ポールペン等の先端の丸い物で 
こすりつけて定着させます。 


©シートを静かにはがし、デカール 
が定着していない部分が残った場 
合はシートを元に戻し、その部分 
を再度こすりつけます。 


HHHH 



パーツの 切り取りかた 



〔ガンダムリアルタイブカラー〕胸部 

ビーム •ジャベリン [BODY UNIT] 

[BEAM JAVELIN] 


説明書をよく読んで完成させまし 


シールド 

[SHIELD] 



コア•ファイター 
[CORE FIGHTER] 



右腕 
[RIGHT ARM 

Sl-IHS 


ビーム •ライフル 

[BEAM RIFLE] 






[RIGHT LEG] 


八イパー•バズーカ 


5| [HYPER BAZOOKA]【LEFT LEG] 


iifcT ifci (nJlGUNDAMI 


IZllGUNDAM HAMMER] 


〔 G ファイターリアルタイプカラー〕 


A パーツ 
[A PARTS] 

[ H 〜® 


B パーツ 
[B PARTS] 

m 





nri ハイ パー •八ン マー 
18| [HYPER HAMMER] 


Lipl [HYPER 




--ぐ 




圍 


左腕用シールド 
【LEFT SHIELD] 



































































ガンダムリアルタイプカラーの組み立て 


1JC0RE FIGHTER 



組立 D で使用するパーツ 

因 


部 »: 




m 


項 

r : T \ 

」- 1 


回 





kd= 

t 





回 


r ： 

RKi 





- vft = 

吸 

師 

臨 li 


〔コア • ファイターの組立〕 
<I>J CORE FIGHTER 

DO 



< 2 >| 


茶 H ©* H ® は、図 
の凸部を切り取 
らないように注 
意してください。 


餐 


H ❿ 


H© 



※ミゾに合わせて 
組み立てます。 



醒 "H n 




D ❻ 


韵 i E 



※ミゾに合わせて奥 
まで差し込みます。 





※このミゾにはピンを 
はめないでください。 


で-^^ 


诙 i = i 部分の位匾に注意して組み 
立ててください。 



m 

反対侧に取り 
付ける パーツ 

，■•先に 
一 '組み立てる 

"1 

両髑を同じ 
ように動かす 



•i •組立囡中の 
記号 















































































































































2 JB 0 DY UNIT • 組立 S で使用するパ-ツ 








































































































































































































































































CJ 〔頭部の組立〕 
HEAD UNIT 


組立0で使用するパーツ 


囚 




回 


m 




回 


回 


] 

^5 


A ❿ 


CO 


m 

FU M 



蔵 ^^ 

rari a ® 


• カラーシール 


A ❿ 


D® 






H ® 




H©-H ❿ 


篆 H ❿ 

lARM UNIT 




D ❿ 


D ❿ゾ/分 




※ ㈠ ❿を押さえ 
ながら組み立て 
て< ださい。 


組立 □ • 0 • 0で使用するパーツ 



回 


回 


回 


E 






回 




□ 


II 


m 







£配 3 



IPC-2021 


m 


〔右腕の組立〕 
lilli RIGHT ARM 




_ 





i 


i ® 


前 i ® 




E ❽ 


Xk 









H @ 謚 □ 黠 ? I して 


関 



r.%ri 

si 




I 




iS 




mrjri 


rTTTIIl 


mltm 

l^«i 







rs:sii^i 


^mL v ir ： nr4 ： 


iraiii 


1 接 ULl 





































































































































































































































































































































































• j 〔上半身の完成〕 
UPPER BODY 



ass 




























































































































































•5 •組立図中の 
|記号税明 

白きに注意して 
組み立てる 

<5部品を致磺の 
XC 涸致作ります 

PfH 晒!に同じパ-ツ 
M y を取りつける 

[8 

反対謂に取り 
付ける パーツ 

























































































HWAIST UNIT 



組立 [0 で使用するパーツ 

囚 



回挪 


TiBjTF 



0 


fciier ~ BUfH 


t 


ml ： 

Trm ^ 


mfi ド 

m 


$ 


r % 


A 




I PC-202] 


i 


向きに注意して 


姐み立てる 


a 


両側に同じパーツ 


を取りつける 


E 反対_に取り n 
付けるパ-ッ 

t" V y~ _• 一 


後から 


組み立てる 


II 

11 






Z 7 U 




isi lllk 


















































































































































































1 •: •姐 立図 中® 

: 記号 税明 

n 向きに注意して 
組み立てる 

x 2 

部@を数備の 
個数作ります 































































組立 E •^0• E •[0• E •[0• E で使用するパーッ 



回 






iii 


is 


回 



m 

： ： ： 


1SB-1 | 


[HM-1I 




ブラチェーン • チェーンつなぎ （ X 2) 





mmtm 


藏 i 


^iLsSISSn 


阪 [MS 匝 [B 匝阻 


〔ビーム • ライフルの組立〕 




№8 


I ' ,|r vT •:撤図中の 

1 記号税明 

n 自きに注意して 
m ^ 姐み立てる 

"1 

両_を同じ 
ように動かす 

9 


後から 

組み立てる 



E 3 Klss ! 一 

亂舊 
1 ^ 
SiS 議碧 



























































































































































祖立囡中の 
記号 K 明 
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Seal 

下の図を見て、マーキングシールやガンダムデカールの 
貼る位匾を確認してください。 


マーキングシールは r ひらがなの黑文字」、ガンダムデカールは 
r 数字の白文字」で表記してあります。 

【明】 ® •••マーキングシール©•••ガンダムデカール 


【ガンダムデカールの貼りかた】 

1. 転写するマークを大まかに切ります。 

2. 転写する場所に軽く押さえ、ボールベン等の先の丸い物で上から輕くこすりつけます。 

3. シート部分を静かにはがし、転写していない部分があれば、もう一度転写していない 
部分をこすります。 


このマーキングシール及びガンダムデカールはプラモデルオリジナルのものです。 
貼り指示は一例ですのでイメージに合わせてお貼りください。 




=-反対謂は®， 

—* - ® 反対刪は©— 


分反対_も同 


分反対_も同様'^ 
せ)反対,は 


右脚も同 a - 


22 


※余ったマーキングシールやガンダムデカールは好きな所に貼ってくださし、。 












































































































































































































































•:•組立囡中の 
記号锐明 


n 向きに注 at して 
組み立てる 

圈 

|後から 
|組み立てる 

H 益取る 















































































































































































EARTH FEDERATION SPACE FORCE 




































ARMOR RE ALTYPE COLOR 


バンダイ「模型情報」誌上で MSV のキット化が発表された 1983 年。 

当時の MSV ブームとは何であったのか、そして満を持して放つ MSV - R とは!？ 



で復活.再始動した新たな MSV 、「 MSV - R 」 の連戧にあたり大 
河原氏は 「 MSV - R では重量感.ミリタリズム.そして、遊び a 商 
品化が前提ではないので，枠から外れた遊びという要素を檇 
築できたらいいですね《•模型をお客様が自分なりに工夫出来 
る楽しみの余地を残した物になればと考えています。25年前^ 
多忙を極めた中での作業でした、今回は出来るだけ時間をと 
って、じっくりと描きたいと思ってます。 J と、 MSV - R への思 
いを語られた。25年前同様のコンセプトで描かれる I * MSV - R 」 
に注目して頂きたい • 


ガンプラブーム全盛期，大人気となった 「 MSVJ 。 その流れを受(塊いだ企画 「 MSV - RJ が、 
ガンダム30周年を機に始動する車となった。 

新たに描かれ発表されるモビルスーツや武器。今までは文章設定のみでしか存在 
しなかったメカニック群を中心に展開していく。それらの真実からは.復活だけでは 
なく.新たな時代の胎動を感じることができるはずだ。 

(協力:角川書店ガ Y 令 エース 钃集部) 

[^フアイターパ U エーシヨン\ \デ 〆 1 


▲►大两*邦男氏により. 

新たに K 定■として書き起こされた 
ガンダムリア〗レタイプカラーと 
G ファイターリアルタイプカラー. 









































































































































































































:•組立囡中の 
記号税明 






































囡国 B 




BPARTS 






組立 0*0.0 で使用するパーツ 

[GAl fGBl [GCl [GDI [geI rGFl 


[Gl I (x2) 


剖 


霤靨 _ _ _ 


isii 




团 


I PC-2031 


LJL: 

n 



顧 


v | 


号 


^ 8 ^ 


^ 〔日 パーツの 組立〕 

<i>j b parts rrrz 


〈裏から見た図〉 




PC- 203 ❿ GL© 


n r 



〈前から見た図〉 


長ぃ 



※ミゾのある方が上 




D GJ ® 



J ❿ 


GA ❷ 


Gl ®1 

※きれいに切り取ります。 




D 

GA ❺ 

レ 


%， 



GA ❷ 




〈前から見た図〉 
i い; I 「畏い 


〈上から見た図〉 



曝 


GI® 

※きれいに切り取ります : 


I 


GJ ❾ 



GJ ❿ 


GA ❿ 



大きい穴の方 


GA ❿ 




ヒ龜 


太いビンの方 


GFO 



GA ❾ 

D 


GA ❿ 




GF ❷ 

B 


GA© 


:•組立囡中の 
記号映明 


网，み立てる , . 





























































































































































































































































































































































































































:祖立図中の 
I 己号税明 


VV 白き に 注意して 

A 

部£を SH ■の 

園 

両用を 同じ 1 

mm 組み立てる 


個 a 作〇ます 

UM 

ように動かす 1 




























































































































































































































※バンダイプラモデルアクション 
ベース〗（別売り）を使用して 
デイスブレイする學ができます。 


GI ❺ 


x2 GIO <31 ❿ 


GI0 


GH ❼ 


〈裏から見た図〉 


〈襲から見た図〉 


GI ❿ 


さに注意して 


どちらかを遇ん 


S 5 呂を KfZi の 


組み立てる 


で取りつける 


思数作ります 




































































GG ❼ 


























































■ 



〔 G ファイターキャタピラユニット半収納状態〕 

※〇フアイター A/C —ツを P 29 の 0 、 G フアイター V — ツを P 33 の 
Hi の状態に戻してから変形させます。 


※きれいに切り取る。 

GG ❺ 

\ PC- 203 ❺ 


•:•組立囡中の 
記号税明 













































































































































糸 GL ❿を使用してバンダイプラモデル 
アクションベース1(別売り）に 
デイスブレイできます。 






















































限旧晅匝 EB 厄 


•組立 E . E . E . E . E . E で使用するパーツ 


[gaI [gbI [gcI [ghI Lgll (x 2 し • HD 國 



• チェーンつなぎ ( X 2) 
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〔 G ブル • イージー /G ブル〕 







































































































































•：^ P 35 の _ を参考にランディングギア 
又はアクションベース1(別売り）を使用 
してディスプレイすることができます。 


+ P 35 の_を参考にランディングギア 
又はアクションベース1(別売り）を使用 
してディスプレイすることができます。 











































































































HYPER HAMMER 









































































Seal 

下の 0 を見て、マーキングシールやガンダムデカールの 
貼る位■を確認してください。 


マーキングシールは r ひらがなの願文字 j 、ガンダムデカールは 

% 

r 黻字の白文字 j で表配してあります。 


[ M ] @•••マ ー キングシール〇•••ガンダムデカール 

© - 


<±®> 


<麵> 



#反対_も m •: 


舍反対 ■ も网棵； 


-• 反対側も网棵 一 

石■ち m 


嫂)反対■は® 


釋圍 Si 


•政侧も m ’ 

❿反対侧も m 备 


右翼外■は® 

S 

右翼内«は® 




念财 • も n«M 


<5反対侧は 


念财_も mi 


※余つたマーキングシールやガンダムデカールは 
好きな所に貼ってください。 



右■内■は@ 


49 




























































































































































































































































































